




妊娠中の食塩摂取量と妊娠中毒症発生との関係について,特に高血圧症を発生させる因子

となり得るか否かという問題をとりあげて,動物実験モデルを用いて研究した。まずはじめ

にウィスタ-系妊娠ラットに食塩の濃度を 1～3％種々変えた飲水を負荷し,血圧の変動を

みたが,高血圧症を発生させることはできなかった。そこで自然高血圧発生ラット(SHR)に

着目し,妊娠中に飲水に食塩を負荷して,その影響を観察した。 


